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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　見開きの状態の原稿を，当該原稿の一方のページから他方のページに向かって順に読み
取る読取部と，
　前記原稿を前記読取部によって読み取り，読み取られた前記原稿の画像データのうち，
前記原稿の綴じ部を境界として，一方のページの領域を第１領域とし，他方のページの領
域を第２領域とし，各領域について画質の良し悪しを判断し，画像が悪いと判断された領
域については画質が良いと判断されるまで再度読み取らせ，各領域について，再読み取り
を行った領域については画質が良いと判断された画像データを１つ選択し，再読み取りを
行っていない領域については読み取った１つの画像データを選択する選択部と，
　前記選択部にて選択された前記第１領域の画像データである第１画像データと，前記選
択部にて選択された第２領域の画像データである第２画像データとを記憶するファイルを
生成する生成部と，
　を備えることを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
請求項１に記載する画像読取装置において，
　前記読取部によって読み取られた各領域について，画質の良し悪しをユーザ入力によっ
て受け付ける受付部を備え，
　前記選択部は，前記受付部での入力結果に基づいて前記各領域の画質の良し悪しを判断
することを特徴とする画像読取装置。
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【請求項３】
請求項１に記載する画像読取装置において，
　前記読取部は，
　　原稿を載置する載置台と，
　　前記載置台を覆うカバーと，
　　前記カバーの移動を検知する開閉センサと，
　を備え，
　前記選択部は，前記開閉センサによって前記カバーの移動が検知された際に前記読取部
が読み取っていた部分を含む領域を，画質が悪い領域と判断することを特徴とする画像読
取装置。
【請求項４】
請求項１に記載する画像読取装置において，
　前記読取部の振動を検知する振動センサを備え，
　前記選択部は，前記振動センサによって振動が検知された際に前記読取部が読み取って
いた部分を含む領域を，画質が悪い領域と判断することを特徴とする画像読取装置。
【請求項５】
請求項１から請求項４のいずれか１つに記載する画像読取装置において，
　前記読取部で読み取った原稿の画像データから，あらかじめ定めた目印画像を検出し，
その検出された目印画像の位置を特定する特定部を備え，
　前記選択部は，前記特定部にて特定した位置に基づいて前記綴じ部の位置を決定するこ
とを特徴とする画像読取装置。
【請求項６】
請求項１から請求項５のいずれか１つに記載する画像読取装置において，
　前記読取部は，前記原稿に対して特定の方向である読取方向に移動するものであり，
　前記読取部は，前記第１領域を複数回読み取る際，前記第１領域の前記読取方向の上流
側端部から前記第１領域の下流側端部に向かって移動することで前記第１領域を読み取っ
た後，前記第１領域の前記読取方向の下流側端部から前記第１領域の上流側端部に向かっ
て移動することで前記第１領域を再度読み取ることを特徴とする画像読取装置。
【請求項７】
請求項１から請求項６のいずれか１つに記載する画像読取装置において，
　前記各領域のうち，複数回読み取った領域の画像を表示する表示部を備えることを特徴
とする画像読取装置。
【請求項８】
請求項１から請求項７のいずれか１つに記載する画像読取装置において，
　前記選択部での選択が行われるまでは，次の原稿の読み取りを禁止する禁止部を備える
ことを特徴とする画像読取装置。
【請求項９】
　見開きの状態の原稿を，当該原稿の一方のページから他方のページに向かって順に読み
取る読取部を備えた画像読取装置と，情報処理装置とを有する画像読取システムにおいて
，
　前記画像読取装置は，
　　前記読取部によって読み取られた前記原稿の画像データのうち，前記原稿の綴じ部を
境界として，一方のページの領域を第１領域とし，他方のページの領域を第２領域とし，
各領域について画質の良し悪しを判断し，画像が悪いと判断された領域については画質が
良いと判断されるまで再度読み取らせる制御部，
　を備え，
　前記情報処理装置は，
　　前記読取部によって読み取られた前記原稿の画像データの各領域について，再読み取
りを行った領域については画質が良いと判断された画像データを１つ選択し，再読み取り
を行っていない領域については読み取った１つの画像データを選択する選択部と，
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　　前記選択部にて選択された前記第１領域の画像データである第１画像データと，前記
選択部にて選択された第２領域の画像データである第２画像データとを記憶するファイル
を生成する生成部と，
　を備えることを特徴とする画像読取システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，静止原稿を読み取る画像読取システムおよび画像読取装置に関する。さらに
詳細には，読み取った原稿の画像データを記憶するファイルを生成する画像読取装置およ
び画像読取システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年，タッチパネルを備えた携帯情報端末装置の普及が進んでいる。携帯情報端末装置
は電子書籍の閲覧が可能なものもあることから，製本済みの書籍を電子化するニーズがあ
る。そこで，本などの綴じられた原稿を見開きの状態で読み取る画像読取装置が実用化さ
れている。画像読取装置は，見開き２ページ分の原稿を１度に読み取り，読み取った原稿
の画像データを電子ファイルに記憶する。
【０００３】
　見開き状態の原稿（見開き原稿）を読み取る画像読取装置としては，例えば特許文献１
に開示されている画像読取装置がある。特許文献１の画像読取装置では，見開き原稿を読
み取り，右側のページの画像と，左側のページの画像とで別々に画像補正を行う技術が開
示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２６９０９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら，従来の画像読取装置には，次のような問題があった。すなわち，原稿の
読み取り動作途中，ユーザが原稿を押さえる力を変化させたり，原稿をずらしたりするこ
とによってブレが生じることがある。この場合，読み取った画像は不良画像であり，その
原稿の読み取りを始めからやり直す必要がある。しかし，不良画像の中には一部分のみが
不良となるケースもあり，他の部分では良好な画像が得られていることもある。そのため
，この良好な画像を利用しないことは非効率である。
【０００６】
　本発明は，前記した従来の技術が有する問題点を解決するためになされたものである。
すなわちその課題とするところは，画像の読み取りを効率良く行う画像読取装置および画
像読取システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題の解決を目的としてなされた画像読取システムでは，静止した状態の原稿を読
み取る読取部と，前記原稿の一部の領域である第１領域を前記読取部によって複数回読み
取り，複数回読み取った前記第１領域の画像データのうちの１つを選択する選択部と，前
記選択部にて選択された前記第１領域の画像データである第１画像データと，前記第１領
域とは異なる第２領域を前記読取部で読み取った画像データである第２画像データとを記
憶するファイルを生成する生成部とを備えることを特徴としている。
【０００８】
　本発明の画像読取システムは，読み取り対象の原稿の一部の領域である第１領域を複数
回読み取る。そして，複数回読み取った第１領域の画像データの１つを第１画像データと



(4) JP 5273168 B2 2013.8.28

10

20

30

40

50

して選択する。第１領域は，例えば，画像不良が検出された領域であってもよいし，画像
不良が生じる可能性が高い領域としてあらかじめ定めた領域であってもよい。そして，そ
の第１画像データと，第１領域とは異なる第２領域の画像データである第２画像データと
をファイルに記憶する。
【０００９】
　すなわち，本発明の画像読取システムでは，読み取り対象の原稿を第１領域と第２領域
とに区別し，少なくとも第１領域については複数回読み取る。そして，その中から選択さ
れた画像データ（第１画像データ）を第２領域の画像データ（第２画像データ）とともに
ファイルに記憶する。つまり，１つの原稿について，少なくとも一部分を，複数回読み取
った画像データの中から選択して，１つのファイルに記憶する。これにより，良好な画像
が得られている画像データの利用を図ることが期待できる。
【００１０】
　また，本発明の画像読取システムは，前記原稿の領域のうちどの部分を前記第１領域と
するのかを決定する決定部を備えるとよい。本構成では，第１領域は固定ではなく，決定
部によって第１領域が決定する。そのため，原稿の領域のうち適切な部分で複数回の読み
取りを行うことができる。
【００１１】
　また，上記の画像読取システムは，前記原稿の領域のうちどの部分を前記第１領域とす
るのかをユーザ入力によって受け付ける受付部を備え，前記決定部は，前記受付部での入
力結果に基づいて前記第１領域を決定するとよい。この構成によると，ユーザの意向を反
映でき，より好ましい領域を複数回読み取ることができる。
【００１２】
　また，上記の画像読取システムは，前記読取部が読み取った前記原稿の画像データを分
割し，分割後の各画像データを表示する分割表示部を備え，前記受付部は，前記分割表示
部が表示する各画像データのうちの１つを，ユーザ入力によって選択し，選択した画像デ
ータに対応する領域を前記第１領域として受け付けるとよい。第１領域の候補を表示する
ことで，どの部分を第１領域とするのかをユーザが選択し易くなる。
【００１３】
　また，上記の画像読取システムは，前記読取部による前記原稿の読み取り中，読み取り
画質が悪化する状態としてあらかじめ定めた状態にあることを検知する検知部を備え，前
記決定部は，前記検知部にて前記状態にあることが検知された際に前記読取部が読み取っ
ていた部分を含む領域を，前記第１領域に決定するとよい。第１領域を自動決定すること
で，ユーザの手間を減らすことができる。
【００１４】
　上記の画像読取システムとしては，例えば，前記読取部は，原稿を載置する載置台と，
前記載置台を覆うカバーと，前記カバーの移動を検知する開閉センサとを備え，前記決定
部は，前記開閉センサによって前記カバーの移動が検知された際に前記読取部が読み取っ
ていた部分を含む領域を，前記第１領域に決定する構成がある。また，例えば，前記読取
部の振動を検知する振動センサを備え，前記決定部は，前記振動センサによって振動が検
知された際に前記読取部が読み取っていた部分を含む領域を，前記第１領域に決定する構
成がある。
【００１５】
　また，本発明の画像読取システムは，前記読取部で読み取った原稿の画像データから，
あらかじめ定めた目印画像を検出し，その検出された目印画像の位置を特定する特定部を
備え，前記決定部は，前記特定部にて特定した位置に基づいて前記第１領域の範囲を決定
するとよい。この構成によれば，第１領域を自動決定することで，ユーザの手間を減らす
ことができる。目印画像としては，例えば，画像領域を縦断する所定幅以上の黒色領域や
，用紙に印刷された仕切り線が該当する。
【００１６】
　また，本発明の画像読取システムの前記読取部は，前記原稿に対して特定の方向である
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読取方向に移動するものであり，前記第１領域を複数回読み取る際，前記第１領域の前記
読取方向の上流側端部から前記第１領域の下流側端部に向かって移動することで前記第１
領域を読み取った後，前記第１領域の前記読取方向の下流側端部から前記第１領域の上流
側端部に向かって移動することで前記第１領域を再度読み取るとよい。この構成のように
，読取部が読取方向の両方向に読み取ることが可能であれば，読取部が第１領域の読み取
りを再実行するにあたって，第１領域の読取方向の上流側端部まで戻る必要がなく，読取
部の移動にかかる時間をより短縮することができる。
【００１７】
　また，本発明の画像読取システムは，複数回読み取った前記第１領域の画像データのう
ちの１つを，ユーザ入力によって取得する取得部を備え，前記選択部は，前記取得部で取
得した前記第１画像データを選択するとよい。この構成のように，ユーザの意向を反映し
た方が好ましい。
【００１８】
　また，本発明の画像読取システムは，複数回読み取った前記第１領域の画像を表示する
表示部を備えるとよい。この構成のように，読み取り結果を表示する方が，ユーザにとっ
て画像の選択が容易となる。
【００１９】
　また，本発明の画像読取システムは，前記選択部での選択が行われるまでは，次の原稿
の読み取りを禁止する禁止部を備えるとよい。この構成によれば，未確定の状態の画像を
保持する必要がなく，メモリへの負担が少ない。
【００２０】
　また，本発明の画像読取システムの前記読取部は，見開きの状態の原稿である見開き原
稿を，その見開き原稿の一方のページから他方のページに向かって移動して読み取り，前
記生成部は，前記見開き原稿の画像データを，前記一方のページの画像データと前記他方
のページの画像データとに分割した後，先に読み取られた前記一方のページに相当する領
域を前記第２領域とし，後に読み取られた前記他方のページに相当する領域を前記第１領
域とするとよい。本発明は，見開き原稿の読み取りに好適である。
【００２１】
　また，本発明は，静止した状態の原稿を読み取る読取部と，前記原稿の一部の領域であ
る第１領域を前記読取部によって複数回読み取り，複数回読み取った前記第１領域の画像
データのうちの１つを選択する選択部と，前記選択部にて選択された前記第１領域の画像
データである第１画像データと，前記第１領域とは異なる第２領域を前記読取部で読み取
った画像データである第２画像データとを記憶するファイルを生成する生成部とを備える
ことを特徴とする画像読取装置を含んでいる。
【００２２】
　また，本発明は，見開きの状態の原稿である見開き原稿を読み取る読取部と，前記読取
部によって読み取られた前記見開き原稿の画像データを，前記見開き原稿の綴じ部を境界
として，一方のページの領域である第１領域と，他方のページの領域である第２領域とに
区別する区別部と，前記区別部によって区別された前記第１領域を前記読取部によって複
数回読み取り，複数回読み取った前記第１領域の画像データのうちの１つを選択する選択
部と，前記選択部にて選択された前記第１領域の画像データである第１画像データと，前
記第２領域を前記読取部で読み取った画像データである第２画像データとを記憶するファ
イルを生成する生成部とを備えることを特徴とする画像読取装置を含んでいる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば，画像の読み取りを効率良く行う画像読取装置および画像読取システム
が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】実施の形態にかかるＭＦＰの外観を示す斜視図である。
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【図２】図１に示したＭＦＰのＡＤＦを開放した状態を示す斜視図である。
【図３】図１に示したＭＦＰの画像読取部の内部構成（図１のＡ－Ａ断面）を示す断面図
である。
【図４】図１に示したＭＦＰの電気的構成を示すブロック図である。
【図５】ＭＦＰのブックスキャン処理（第１の形態）の手順を示すフローチャートである
。
【図６】イメージセンサの動作と原稿との位置関係を示す図である。
【図７】第１の形態にかかる画像データの表示例（２面分）を示す図である。
【図８】第１の形態にかかる画像データの表示例（１面分）を示す図である。
【図９】ＭＦＰのブックスキャン処理（第２の形態）の手順を示すフローチャートである
。
【図１０】第２の形態にかかる画像データの表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下，本発明にかかる画像読取装置を具体化した実施の形態について，添付図面を参照
しつつ詳細に説明する。本形態は，スキャン機能，プリント機能，およびファイル出力機
能を備えた複合機（ＭＦＰ：Multi Function Peripheral ）に本発明を適用したものであ
る。
【００２６】
　［ＭＦＰの構成］
　本形態のＭＦＰ１００は，図１に示すように，用紙に画像を印刷する画像形成部１と，
原稿の画像を読み取る画像読取部２（読取部の一例）とを備えている。画像形成部１の画
像形成方式は，電子写真方式であっても，インクジェット方式であってもよい。また，カ
ラー画像の形成が可能であっても，モノクロ画像専用であってもよい。
【００２７】
　また，ＭＦＰ１００は，その前面側に，各種のボタン（例えば，スタートキー，ストッ
プキー，テンキーの各ボタン）によって構成されるボタン群４１，液晶ディスプレイから
なる表示部４２を備えた操作パネル４０を備えている。このボタン群４１や表示部４２に
より，動作状況の表示やユーザによる操作の入力が可能になっている。
【００２８】
　　［画像読取部の構成］
　続いて，画像読取部２の構成について，図１，図２および図３を参照しつつ説明する。
なお，図１および図２は，画像読取部２の外観を示し，図３は画像読取部２の内部構成を
示している。
【００２９】
　画像読取部２は，画像の読み取りを行う本体部１０と，原稿の自動搬送を行う自動原稿
供給装置（ＡＤＦ：Auto Document Feeder）２０とを備えている。ＡＤＦ２０は，本体部
１０の上方に位置するとともに一辺が本体部１０と接続し，本体部１０に対して回動自在
に設けられている。そのため，画像読取部２は，ＡＤＦ２０によって本体部１０の上面を
開閉することができる（図２参照）。つまり，ＡＤＦ２０は，本体部１０の上面を覆うカ
バーを兼ねる。
【００３０】
　本体部１０は，その上面に，コンタクトガラス１１，１２を備えている。さらに，本体
部１０の内部であってコンタクトガラス１１，１２の下方には，原稿の画像を読み取るイ
メージセンサ１５が設けられている。イメージセンサ１５は，主走査方向（図３の奥行き
方向）に光学素子が一列に並んで配置されており，原稿からの反射光を電気信号に変換し
て出力する。イメージセンサ１５としては，例えば，ＣＩＳ（Contact Image Sensor）や
ＣＣＤ（Charge Coupled Device）が適用可能である。
【００３１】
　イメージセンサ１５は，スライド軸１３に対してスライド自在に支持されている。この
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スライド軸１３は，副走査方向（図３中の左右方向）に延び，両端部が本体部１０の筐体
に固定されている。そのため，イメージセンサ１５は，図３中の左右方向に移動可能に設
けられている。
【００３２】
　ＡＤＦ２０は，読み取り前の原稿を載置する原稿トレイ２１と，読み取り後の原稿を載
置する排出トレイ２２とを備えている。具体的に，原稿トレイ２１は，排出トレイ２２の
上方に配設されている。また，ＡＤＦ２０の内部には，原稿が搬送される経路として，原
稿トレイ２１と排出トレイ２２とを連結する略Ｕ字状の搬送路２５が設けられている。ま
た，ＡＤＦ２０は，その下面に開口部２３が設けられ，その開口部２３から原稿押さえ板
２４が露出するように配置されている。この原稿押さえ板２４は，ＡＤＦ２０を閉じた状
態でコンタクトガラス１２と対向している。
【００３３】
　ＡＤＦ２０は，原稿トレイ２１に載置された原稿を１枚ずつ取り出し，その原稿を本体
部１０のコンタクトガラス１２（以下，「ＡＤＦガラス１２」とする）に対向する位置に
搬送する。具体的には，原稿を原稿押さえ板２４とコンタクトガラス１２との間を通過さ
せる。その後，その原稿を排出トレイ２２上に排出する。
【００３４】
　また，イメージセンサ１５を利用した原稿の読取方式としては，フラットベッド（原稿
固定走査）方式と，ＡＤＦ（原稿移動走査）方式とがある。フラットベッド方式の場合，
原稿をコンタクトガラス１１（以下，「ＦＢガラス１１」とする）上に載置する。その状
態で，イメージセンサ１５が副走査方向に移動し，その際に主走査方向に１ラインずつ原
稿の画像が読み取られる。一方，ＡＤＦ方式の場合，複数の原稿を纏めて原稿トレイ２１
に載置する。そして，イメージセンサ１５がＡＤＦガラス１２に対向する位置に移動し，
固定される。その状態で，ＡＤＦ２０によって原稿が原稿押さえ板２４の下側であってＡ
ＤＦガラス１２に対向する位置に搬送され，その際に主走査方向に１ラインずつ原稿の画
像が読み取られる。
【００３５】
　例えば，書籍等の綴じられた原稿を読み取る際には，図２のようにＡＤＦ２０を開放し
，原稿を見開きの状態とし，読取面を下向きとしてＦＢガラス１１上にセットする。そし
て，ＡＤＦ２０を開放したまま，ユーザが原稿を押さえた状態で，イメージセンサ１５が
副走査方向に移動することで，原稿を読み取る。
【００３６】
　［ＭＦＰの電気的構成］
　続いて，ＭＦＰ１００の電気的構成について説明する。ＭＦＰ１００は，図４に示すよ
うに，ＣＰＵ３１と，ＲＯＭ３２と，ＲＡＭ３３と，ＮＶＲＡＭ（Non Volatile RAM）３
４と，ＡＳＩＣ３５と，ネットワークインターフェース３６と，ＵＳＢインターフェース
３８とを備えた制御部３０を有している。
【００３７】
　ＲＯＭ３２には，ＭＦＰ１００を制御するための各種制御プログラムや画像処理プログ
ラム，各種設定，初期値等が記憶されている。ＲＡＭ３３は，各種制御プログラムが読み
出される作業領域として，あるいは画像読取部２で読み取った原稿の画像データやネット
ワークインターフェース３６を介して送られてくる画像データを一時的に記憶する記憶領
域として，利用される。ＮＶＲＡＭ３４は，不揮発性を有する記憶手段であって，各種設
定や画像データ等を保存する記憶領域として利用される。
【００３８】
　ＡＳＩＣ３５は，画像形成部１，画像読取部２，操作パネル４０，ＡＤＦ２０の回動を
検知する開閉センサ４５，画像読取部２の振動を検知する振動センサ４６等と電気的に接
続されている。例えば，ＡＳＩＣ３５は，画像読取部２から画像データの信号を取得する
。また，画像形成部１へ所望の画像を作成するための信号を出力する。また，ボタン群４
１に入力される各種ボタンの信号を受け付ける。また，表示部４２に表示する内容の信号
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を出力する。
【００３９】
　ＣＰＵ３１（選択部，生成部，決定部，受付部，分割表示部，特定部，取得部，禁止部
の一例）は，ＭＦＰ１００における画像読取機能，画像形成機能，さらにはファイル作成
機能等の各種機能を実現するための演算を実行し，制御の中枢となるものである。ＣＰＵ
３１は，ＲＯＭ３２から読み出した制御プログラムに従って，その処理結果をＲＡＭ３３
またはＮＶＲＡＭ３４に記憶させながら，ＡＳＩＣ３５を介してＭＦＰ１００の各構成要
素を制御する。また，ＣＰＵ３１は，例えば，ＲＯＭ３２から読み出したプログラムに従
って，画像読取部２にて読み取った原稿の画像データに加工処理を施す。
【００４０】
　ネットワークインターフェース３６は，ネットワークに接続され，このネットワークイ
ンターフェース３６を介して他の情報処理装置（不図示）とのデータ通信が可能になって
いる。また，ＵＳＢインターフェース３８は，ＵＳＢ接続が可能な周辺機器（不図示）に
接続され，このＵＳＢインターフェース３８を介して外部の周辺機器等とデータ通信が可
能になっている。
【００４１】
　［ブックスキャンモード］
　続いて，ＭＦＰ１００のブックスキャンモードについて説明する。ブックスキャンモー
ドは，本などの綴じられた原稿を，見開きの状態で読み取り，さらに読み取った原稿の画
像データを記憶する電子ファイルを作成するモードである。
【００４２】
　ブックスキャンモードでは，フラットベッド方式によって見開き状態の原稿（見開き原
稿）を読み取る。具体的に，ＭＦＰ１００は，ユーザによってブックスキャンモードが選
択され，ＦＢガラス１１上に見開き原稿がセットされ，ボタン群４１中のスタートキーが
押下されると，画像読取部２によって見開き原稿を読み取る。
【００４３】
　見開き原稿の読み取り後，読み取りを継続するか否かをユーザに問い合わせる。読み取
りの継続が選択された場合には，ユーザが次のページの見開き原稿をＦＢガラス１１上に
セットし，読み取り開始指示を入力するのを待つ。そして，読み取り開始指示が入力され
ると，新たにセットされた見開き原稿を読み取る。一方，読み取りの終了が選択された場
合には，終了が選択されるまでに読み取った１または複数の画像データを，複数の画像デ
ータを記憶できるファイル（例えばＰＤＦファイル）形式にてファイルの作成を行う。
【００４４】
　また，ＭＦＰ１００は，見開き原稿の画像データを記憶する際，見開き原稿の画像デー
タを，左側のページと右側のページとに２分割する。そして，２ページ分の画像データを
ファイルに記憶する。
【００４５】
　［ブックスキャン処理］
　　［第１の形態］
　以下，上述のブックスキャンモードでの動作を実現するブックスキャン処理（選択部，
生成部，決定部，受付部，分割表示部，特定部，取得部，禁止部の一例）の手順について
，図５のフローチャートを参照しつつ説明する。このブックスキャン処理は，ブックスキ
ャンモードが選択された状態で，ボタン群４１中のスタートキーが押下されたことを契機
に実行される。
【００４６】
　第１の形態のブックスキャン処理では，先ず，各種の初期設定の取得等の初期処理を行
う（Ｓ１０１）。初期設定としては，例えば，読み取り後の画像データについて原稿の綴
じ部や枠外の影を消去するか否かの設定や，読み取り対象の見開き原稿が右開きか左開き
かの設定がある。初期設定は，ブックスキャン処理を開始する前にユーザによって設定さ
れ，ＮＶＲＡＭ３４等に記憶されたものでもよいし，Ｓ１０１が実行されるタイミングで
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ユーザによって設定されたものでもよい。また，初期処理では，何も登録されていない初
期状態のファイルを生成する。
【００４７】
　また，Ｓ１０１では，イメージセンサ１５の原点位置への移動を行う。イメージセンサ
１５は，図３に示したようにスライド軸１３に沿って副走査方向に移動可能である。そこ
で，図６に示すように，原稿９をＦＢガラス１１上の所定の位置にセットした状態で，原
稿９の副走査方向（読取方向の一例）の上流端９１よりも，副走査方向の上流側にイメー
ジセンサ１５の原点位置９０がある。
【００４８】
　次に，イメージセンサ１５が原点位置９０から副走査方向の下流側に移動を開始し，Ｆ
Ｂガラス１１上にセットされた原稿を読み取る（Ｓ１０２）。読み取った原稿の画像デー
タは，ＲＡＭ３３に一時的に記憶される。
【００４９】
　原稿の読み取りが開始された後，その読み取り動作中に異常が発生したか否かを判断す
る（Ｓ１０３）。例えば，読み取り動作中にＡＤＦ２０を回動させると，本体部１０が振
動し，画像が乱れるおそれがある。そこで，開閉センサ４５がＡＤＦ２０の回動（具体的
には，ＡＤＦ２０の単位時間あたりの回動量が規定値以上）を検知した場合には，異常が
発生したと判断する。また，例えば，画像読取部２の本体部１０の振動を振動センサ４６
が検知した場合に，異常が発生したと判断する構成としてもよい。
【００５０】
　異常が発生したと判断した場合には（Ｓ１０３：ＹＥＳ），読み取り動作を停止し，Ｓ
１２１に移行する。Ｓ１２１については後述する。なお，イメージセンサ１５は，異常が
発生したと判断した後であっても副走査方向の下流側への移動を継続し，原稿９の副走査
方向の下流端９３よりも下流側の待機位置９４（図６参照）まで移動する。
【００５１】
　異常が発生することなく読み取りを完了した場合には（Ｓ１０３：ＮＯ），読み取った
画像データを解析し，左側のページと右側のページとに分割する（Ｓ１０４）。見開き原
稿をＦＢガラス１１上にセットする位置は，原稿サイズによってあらかじめ決められてい
る。そのため，ＭＦＰ１００は，原稿サイズに応じて，画像データの副走査方向の中央位
置を把握できる。Ｓ１０４では，その中央位置を基準に，読み取った画像データを分割す
る。あるいは，原稿の画像データを左右２等分に分割してもよい。
【００５２】
　なお，読み取った画像データから左右のページの境界を自動認識し，その境界から画像
データを分割してもよい。例えば，見開き原稿を読み取った場合，その見開き原稿の画像
データには，その見開き原稿の画像データの中央を縦断する黒色領域（「綴じ部」に相当
）が存在する。そこで，ＭＦＰ１００がこの黒色領域を目印画像としてあらかじめＲＯＭ
３２等に記憶し，原稿の画像データからこの目印画像を検出する。検出された場合にはそ
の目印画像の位置を特定し，その目印画像を境界として左側のページの画像データと右側
のページの画像データとに分割することができる。
【００５３】
　次に，左側のページの画像データと右側のページの画像データとを，表示部４２に表示
する（Ｓ１０５）。さらに，その表示画面では，図７に示すように画像に異常があるか否
かをユーザに問い合わせる。具体的に，Ｓ１０５では，「左ページ異常」，「右ページ異
常」，「両ページ異常」，「異常なし」，の４つの選択肢が有り，そのうちの１つの選択
を受け付ける。
【００５４】
　そして，読み取った画像データに異常があることが入力されたか否かを判断する（Ｓ１
０６）。すなわち，「異常なし」以外の選択肢が選択されたか否かを判断する。読み取っ
た画像に異常があった場合（Ｓ１０６：ＹＥＳ），Ｓ１２１に移行する。
【００５５】
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　Ｓ１２１では，片方のページのみが成功であるか否かを判断する（Ｓ１２１）。例えば
，Ｓ１０３から移行してきた場合には，異常が発生した位置が原稿の副走査方向の中央位
置よりも下流側であれば，上流側に位置するページ（先に読み取られるページ）の読み取
りは正常に完了し，下流側に位置するページ（後に読み取られるページ）の読み取りで異
常が発生したと判断できる。すなわち，片方のページのみが成功であると判断できる。一
方，異常が発生した位置がその中央位置よりも副走査方向の上流側であれば，上流側に位
置するページの読み取りで異常が発生し，下流側に位置するページの読み取りは行われて
いないと判断できる。すなわち，両方のページとも失敗であると判断できる。また，Ｓ１
０６から移行してきた場合には，選択された内容によって判断できる。すなわち，「左ペ
ージ異常」あるいは「右ページ異常」が選択されていれば，片方のページのみが成功であ
ると判断できる。一方，「両ページ異常」が選択されていれば，両方のページとも失敗で
あると判断できる。
【００５６】
　両方のページが失敗している場合には（Ｓ１２１：ＮＯ），原稿の領域中，読み取りが
完了している領域がないことから，Ｓ１０２に戻る。すなわち，イメージセンサ１５を原
点位置９０に戻し，再度，始めから読み取りを行う。
【００５７】
　片方のページが成功している場合には（Ｓ１２１：ＹＥＳ），イメージセンサ１５を，
原点位置９０には戻さず，読み取りが失敗したページに相当する領域の，副走査方向の下
流端よりも下流側の位置に移動させる（Ｓ１２２）。例えば，図６に示したように，副走
査方向の上流側に位置するページ９Ｌ（先に読み取られるページ）の読み取りで異常が発
生した場合には，イメージセンサ１５をそのページ９Ｌの副走査方向の下流端９２よりも
下流側の位置９６まで戻す。一方，副走査方向の下流側に位置するページ９Ｒ（後に読み
取られるページ）の読み取りで異常が発生した場合には，イメージセンサ１５は原稿９の
読み取り後そのページ９Ｒの副走査方向の下流端９３よりも下流側の待機位置９４で待機
していることから，そのままの位置で待機する。
【００５８】
　その後，イメージセンサ１５を副走査方向の下流側から上流側に移動させ，読み取りが
失敗したページの読み取りを再実行する（Ｓ１２３）。すなわち，イメージセンサ１５を
逆向きに移動させながら失敗したページの画像を読み取る。
【００５９】
　Ｓ１２３による読み取りの再実行後は，読み取ったページの画像データを，表示部４２
に表示する（Ｓ１２４）。さらに，その表示画面では，図８に示すように画像に異常があ
るか否かをユーザに問い合わせる。
【００６０】
　そして，読み取った画像データに異常があることが入力されたか否かを判断する（Ｓ１
２５）。読み取った画像に異常があった場合には（Ｓ１２５：ＹＥＳ），Ｓ１２２に移行
し，再度，そのページの読み取りを実行する。読み取りに成功した場合には（Ｓ１２５：
ＮＯ），Ｓ１０７に移行する。
【００６１】
　両ページの読み取りが成功した場合には（Ｓ１０６：ＮＯもしくはＳ１２５：ＮＯ），
各ページの画像データをＳ１０１で作成したファイルに登録する（Ｓ１０７）。登録順は
，左開きか右開きかの設定に従う。登録後は，登録済みの画像データをメモリから消去す
る。
【００６２】
　Ｓ１０７によるファイル登録後，次の原稿があるか否かを判断する（Ｓ１０８）。次の
原稿の有無は，ユーザに問い合わせて判断する。なお，所定時間内にスタートキーが押下
され次の原稿の読み取りが指令された場合に，次のページが有ると判断してもよい。
【００６３】
　次の原稿が有る場合（Ｓ１０８：ＹＥＳ），すなわち見開き原稿の読み取りを継続する
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場合には，イメージセンサ１５を原点位置１５に戻し，Ｓ１０２に移行して次の原稿を読
み取る。一方，次の原稿が無い場合には（Ｓ１０８：ＮＯ），ブックスキャン処理を終了
する。
【００６４】
　上述したように第１の形態のブックスキャン処理では，見開き原稿の一方のページで画
像不良となった際，その画像不良となったページの読み取りを再実行する。すなわち，一
方のページを複数回読み取る。そして，再度読み取った画像データに異常が見つからなけ
れば，その画像データを選択する。一方で，異常が見つからなかった他方のページについ
ては，読み取りを再実行しない。そのため，原稿の全ての領域について複数回読み取る構
成と比較して，読み取りの効率がよい。特に，複数回の読み取りにかかる時間が短い，読
み取った画像データを記憶するメモリへの負荷が小さい等の効果がある。
【００６５】
　なお，第１の形態では，異常が発生することなく読み取りを完了した後に画像表示を行
い（Ｓ１０５），画像データの内容のユーザ確認を行っている（Ｓ１０６）が，Ｓ１０５
およびＳ１０６を行わず，Ｓ１０７に移行して分割後の画像データをファイルに登録して
もよい。
【００６６】
　また，第１の形態では，イメージセンサ１５が逆向きに移動しながら原稿を読み取るこ
とができるが，逆向きに移動しながらの読み取りができない場合には，Ｓ１２２では読み
取りが失敗したページに相当する領域の，副走査方向の上流端よりも上流側に移動させる
。つまり，後に読み取られたページ９Ｒの読み取りを行う場合には，イメージセンサ１５
をそのページ９Ｒの上流端９２よりも上流側の位置９５（図６参照）まで戻す。一方，先
に読み取られたページ９Ｌの読み取りを行う場合には，イメージセンサ１５を原点位置９
０まで戻す。そして，イメージセンサ１５を副走査方向の上流側から下流側に移動させな
がら失敗したページの画像を読み取る。
【００６７】
　　［第２の形態］
　続いて，ブックスキャン処理の他の実施例について，図９のフローチャートを参照しつ
つ説明する。第２の形態のブックスキャン処理では，あらかじめ読み取る回数を設定して
おき，複数回読み取る。この点，読み取りの異常を判断し，異常と判断されたページにつ
いて複数回読み取る第１の形態とは異なる。
【００６８】
　第２の形態のブックスキャン処理でも，先ず，初期処理を行う（Ｓ２０１）。この初期
処理では，原稿の読み取り回数の設定や読み取り対象の見開き原稿が右開きか左開きかの
設定を取得する。また，初期処理では，何も登録されていない初期状態のファイルを生成
する。また，Ｓ１０１では，イメージセンサ１５の原点位置９０への移動を行う。なお，
原稿の読み取り回数の設定については，ページ個別に読み取り回数を設定してもよい。例
えば，画像不良が生じる可能性が高いページについてのみ複数回の読み取りを設定しても
よい。
【００６９】
　次に，画像読取部２にて，ＦＢガラス１１上にセットされた見開き原稿について，Ｓ２
０１で取得した回数分の読み取りを行う（Ｓ２０２）。その後，読み取った各画像データ
について左側のページと右側のページとに分割する（Ｓ２０３）。
【００７０】
　Ｓ２０３での読み取り完了後，図１０に示すように，読み取った画像データを，表示部
４２に一覧表示する（Ｓ２０４）。さらに，その表示画面では，各ページについて最良の
画像をユーザに問い合わせる。また，適切な画像がないことも考慮し，原稿の読み直しを
意味する選択肢（図１０では‘０’の入力）も用意する。
【００７１】
　そして，原稿の読み直しを意味する選択肢が入力されたか否かを判断する（Ｓ２０５）



(12) JP 5273168 B2 2013.8.28

10

20

30

40

50

。原稿の読み直しを意味する選択肢が入力された場合には（Ｓ２０５：ＹＥＳ），Ｓ２０
２で読み取った画像データを全てメモリから消去し，Ｓ２０２に戻って原稿の読み取りを
やり直す。
【００７２】
　一方，原稿の読み直しを意味する選択肢が入力されなかった場合，すなわち両ページと
も画像が選択された場合には（Ｓ２０５：ＮＯ），選択された各ページの画像データを，
Ｓ２０１で作成したファイルに登録する（Ｓ２０６）。登録後は，登録済みの画像データ
および選択されなかった画像データをメモリから消去する。
【００７３】
　Ｓ２０６によるファイル登録後，次の原稿があるか否かを判断する（Ｓ２０７）。次の
原稿が有る場合（Ｓ２０７：ＹＥＳ），すなわち見開き原稿の読み取りを継続する場合に
は，イメージセンサ１５を原点位置１５に戻し，Ｓ２０２に移行して次の原稿を読み取る
。なお，Ｓ１０１に戻し，再度読み取り回数の設定をやり直してもよい。一方，次の原稿
が無い場合には（Ｓ２０７：ＮＯ），ブックスキャン処理を終了する。
【００７４】
　従来の技術のように，見開き原稿のどちらか一方のページに画像不良がある場合に，そ
の原稿の読み取りを始めからやり直すと，他方のページの読み取りに異常がなかったとし
ても他方のページの画像データは利用されない。つまり，見開き原稿の良好な画像データ
を得るには，読み取った後の両ページの画像データともに画像不良がない状態（原稿の全
体領域で画像不良がない状態）でなければならない。そのため，見開き原稿の画像データ
を得るまでに，読み取り回数が多くなることがある。
【００７５】
　第２の形態のブックスキャン処理では，見開き原稿の少なくとも一方のページを複数回
読み取る。そして，ページごとに，読み取った画像データの中から最適な画像データを選
択し，ファイルに登録する。つまり，見開き原稿の画像データのうち，画像不良部分を含
まない部分を利用できる。そのため，原稿の全ての領域を読み取った画像データから最良
の画像データを選択する構成と比較して，読み取りの効率がよい。
【００７６】
　なお，本実施の形態は単なる例示にすぎず，本発明を何ら限定するものではない。した
がって本発明は当然に，その要旨を逸脱しない範囲内で種々の改良，変形が可能である。
例えば，ＭＦＰに限らず，複写機，スキャナ，ＦＡＸ等，画像読み取り機能を備えるもの
であれば適用可能である。
【００７７】
　また，実施の形態では，ＭＦＰ１００自身（画像読取装置自身）が，画像データを選択
し，ファイルを作成しているが，ＭＦＰ１００以外の装置が行ってもよい。例えば，スキ
ャナとＰＣとを有するシステムの場合，スキャナが見開き原稿の読み取りを行い，ＰＣに
て画像データの選択，ファイルの作成および画像データの登録を行うように構成してもよ
い。
【００７８】
　また，実施の形態では，次の原稿の有無を確認する前に，前の原稿の画像データをファ
イルに登録し，前の原稿の画像データをメモリから消去しているが，画像データのファイ
ルへの登録は，すべての原稿の読み取りが完了した後，すなわち次の原稿がないと判断さ
れた後であってもよい。この場合，すべての原稿の読み取りが完了するまで各原稿の登録
対象の画像データをメモリに保持し，次の原稿がないと判断された後，全原稿の画像デー
タをファイルに登録した後，登録済みの画像データから順にメモリから消去する。
【００７９】
　また，実施の形態では，見開き原稿の画像データについて，左側のページの画像データ
と右側のページの画像データとで２つの画像データをファイルに登録しているが，左側の
ページの画像データと右側のページの画像データとを分割前の配置に戻して１つの画像デ
ータ（つまり，見開き原稿の各ページの配置を維持した画像データ）として登録してもよ
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い。
【００８０】
　また，実施の形態では，見開き状態の原稿である見開き原稿を読み取り対象とし，少な
くとも一方のページを複数回読み取り，その中の１つの画像データがファイルに登録され
る構成であるが，読み取り対象は見開き原稿に限るものではない。例えば，見開き原稿以
外の原稿であっても，その原稿の領域のうち特定の領域を指定できる構成であれば，その
指定された領域について複数回読み取ってもよい。また，特定の画像をあらかじめＭＦＰ
１００に登録することができる構成であれば，原稿全体を読み取った後，その画像データ
を解析し，ＭＦＰ１００に登録されている特定の画像があれば，その特定の画像を含む領
域を複数回読み取ってもよい。
【符号の説明】
【００８１】
１　　　画像形成部
２　　　画像読取部
１１　　ＦＢガラス
２０　　ＡＤＦ
３０　　制御装置
１００　ＭＦＰ

【図１】 【図２】
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